
・プロトタイプについて
参考資料-7-

「ポリネコ！」のプロトタイプを栃⽊県塩⾕町で「塩⾕町⺠全員会議」として
実施。町では⼈⼝減少が⻑年続きながら、町としての向き合い⽅がまとまらない
状態が続いていました。また、地域ごとの住⺠集会を⾏っても少数の⾼齢者しか
参加がなく、話題も⾏政への⽂句と要望ばかりで建設的な議論ができない、若者
の意⾒を取り⼊れられないという状況でした。
そこで、「町⺠全員会議」を⽴ち上げ、⼈⼝減少の実態と背景が進学時の若年層
の⼈⼝流出と地域の経済構造にあることをデータとファクトで⽰しながら、中学
⽣以上の住⺠2000名と町議会議員12名による回答参加によって、
“⼈が育つまちづくり”という⽅向性を住⺠と議会の過半数の意⾒から形成するこ
とに成功しました。
また、 “⼈が育つまちづくり”をどのように⾏うかについても、中学⽣を対象に
したアンケート結果（定住意向、町への認識など）を踏まえながら設問テーマで
問いかけ、学校まかせ、⾏政まかせではなく、地域ぐるみで⾏うことについての
意思形成にも成功しました。

⑤建設的な
意思形成

①事実の
共有と確認

②⾃分の
⾒解の表明

③他者の
⾒解の俯瞰

④議員との
回答マッチング

・プロトタイプでの「考えタイプ」10パターン

⽉刊ガバナンス 2017年1⽉号→
朝⽇新聞 2017年11⽉27⽇↓

マニフェスト⼤賞
最優秀戦略
コミュニケーション賞受（2016）

・プロトタイプでの基本インターフェース（回答画⾯、町⺠全員会議ニュース画⾯）
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